
ＪＫＹＢライフスキル教育１日ワークショップ in名古屋 2023報告 

 

 令和６年２月 17 日（土）９:30～16:30 名古屋学芸大学看護学部（名城前医療キャンパス）に

て、東海支部のワークショップを開催しました。午前中は、基礎・実践コース、午後は２つの選

択（A・B）コースにスタッフを含め 35名が参加しました。職種は様々で、遠くは東北地方から足

を運んでくださった参加者もおり、何度も参加してくださっている経験者や運営委員にとっても、

新たな出会いと気づきが得られる機会となりました。 

 

◇基礎コース 

「ライフスキル教育の理論的基礎」     【講師 近森けいこ】 

 はじめに、「思春期の子どもたちが起こす問題行

動にはどのようなものがあるか」について受講者

が各自一つずつ考え、似た回答でグループを作り

ました。そして、「思春期の子どもたちが危険行動

を起こすきっかけ」について、各グループでブレイ

ンストーミングを行い、結果を模造紙にまとめて

発表しました。 

 続いて、年齢が進むにつれて習慣化・深刻化する

「青少年の六つの危険行動」について学習しまし

た。ライフスキルの形成は、思春期におけるさまざまな危険行動の本質的な解決のために必要不

可欠であること、またそれは学校教育の基本的目標である「生きる力」の形成にも寄与すること

がわかりました。さらに、ライフスキル教育の進め方と主な指導法についても学びを深めました。   

ライフスキル教育の主な学習形態は、小集団学習を中心とする参加型学習であること、その中

で子どもたちがセルフエスティームの柱である「自己有能感」や「自己尊重感」を高めるために

は、「自ら考え、課題を解決する」経験や「認め合う」経験を積むことが大切だとわかりました。

実際に様々なワークを体験することで、参加型学習のメリットを実感し、ライフスキル教育の重

要性を改めて理解することができました。                  （文責：蟹江） 

 

◇実践コース 

「セルフエスティーム形成教育の理論と実際」     【講師 川畑徹朗】 

はじめに、「似たもの３人」の活動シートを用いて「最近はまっているもの」をテーマに「人は

互いに異なる特徴と共通の特徴を持っていることに気づく」ことを授業目標としたワークを体験

しました。 

その後、健康教育のきっかけとなった「喫煙防止教育」を例にとり、知識中心型・脅し型に目

を向けていた過去の健康教育の失敗を踏まえ、行動変容に有効なポジティブ心理学を切り口にセ



ルフエスティームを柱とするレジリエンシーにつ

いてお話をいただきました。特に、モチベーショ

ンとセルフエスティームが深く関わっていること

について、体の免疫システムに例えてわかりやす

く説明していただいたことで、セルフエスティー

ムは、意識をもつだけでも変わること、学力だけ

でなく認知的能力も育てることでより高まること

の理解を深めることができました。 

次に、自分に対するイメージを具体化することを主な目的とした体験学習「コラージュ」の作

成を行いました。活動シート「わたしはこんな人です」を各自で完成させた後、ペアを作り、お

互いの横顔のシルエットを描きました。続いて、活動シートに記述した内容に関わるイラストや

写真等を雑誌やチラシなどから切り取り、横顔のシルエットに貼ってコラージュを作成しました。

その後、完成したコラージュを用いて自己紹介をし、お互いの考えや興味を認めあう活動を行い

ました。作業の段階から個々の持ち味がよく出ており、和気藹々、楽しい雰囲気で学ぶことがで

きました。セッションを通して、ライフスキル教育において、子ども主体の参加型学習や協働学

習がいかに重要であるかを再確認すると同時に、子どもたちに関わる職員のチーム力を高めるた

めのワークとしても有効活用できると実感しました。            （文責：秋澤） 

 

◇選択Ａコース 

「レジリエンシー（精神的回復力）形成を基礎とするメンタルヘルスプロモーション」 

【講師 川畑徹朗】 

「私はこんな人」のワーク体験で研修が始まりま

した。自分に該当する項目をチェックし、自分と同

じ項目にチェックのある人からサインをもらいま

す。すぐにサインを集められる人がいるかと思え

ば、なかなか集められない人もいて、ハラハラドキ

ドキ楽しい雰囲気で研修が始まりました。新しい

学年がスタートした際にいろいろな人と知り合う

機会をつくることができるワークなので、ぜひ取り入れたいと感じました。 

今回は、メンタルヘルスに問題がある学校を想定し、「メンタルヘルスについて、健康教育でど

んなことをするか」について、４人グループでプレイスマットを使ったワークを体験しました。

各人のスペースに考えを書いた後、グループで意見交流し、グループ内で合意できたものを中央

の円の中に書き込みました。その後、他のグループの意見を聞きながら、自分たちのグループの

意見と比べていきました。ストレス対処法やＳＯＳの出し方、アンガーマネジメントなどの意見

が出され、それぞれの意見を聞く中で、健康教育の実践についてイメージを膨らませることがで



きました。また、ストレスについて教科書にはどのように書かれているかを確認し、ストレスの

影響についてはあまり書かれていないことに気付きました。 

メンタルヘルスに関して、二次・三次予防（問題を抱えた子供への個別指導）だけでなく、一

次予防（すべての子供を対象とした指導）を進めることがレジリエンシー形成にもつながること、

それぞれの指導内容を学校の教育計画に正しく位置付け実践することが大切であることを学びま

した。また、ストレスに関する考え方（ストレスマインドセット）を変えていくことが、レジリ

エンシーを高めるためにも重要であると感じました。子供を取り巻く環境としての教員のメンタ

ルヘルス向上も考えていきたいです。                    （文責：畠中） 

 

◇選択Ｂコース 

「止まって、考えて、決める意志決定」     【講師 近森けいこ・田邉 惠子】 

はじめに近森先生より「意志決定スキルの育

成～健康に関わる意志決定の重要性 意志決

定スキル育成の実際」について説明を受けまし

た。 

「意志決定」とは他人でなく自分で決めるこ

と、中学生ではその訓練が必要であること、実

際にどのようなステップで進んでいくか

（Stop、Think、Go）を学びました。 

また、事例を交えながら個人で考えた選択肢

をグループで共有し、多くの選択肢があることを確認しました。 

引き続き、田邉先生より、「意志決定」の考え方や実際に勤務校でどのように指導しているかを

講話とワークを交えながら学びを深めました。 

実際に参加者が生徒役になり、毎月 1回行われている 10分間保健指導「健康の日」に取り組ん

だ事例について考えました。指導の工夫として、Google Meet を活用していることや指導後のス

ライドは、保健室前に掲示をして、いつでも学びの振り返りができるようにしているとのことで

した。 

ワークでは、最初に自分で考えた選択肢をグルー

プで共有し、それぞれのメリット、デメリットを確

認することでより深く考えることができ、熟慮の末

に選択肢を選ぶ体験をしました。 

 最後に、再び近森先生による「これからの意志決

定について」考えていきました。 

日本人のヘルスリテラシーの低さについての説明

を受け、健康教育は、今後ますます大切になってく



ること学びました。さらに、一人で考えるのではなく、いろいろな人の意見を聞きたくさん選択

肢を持つことでよりよい意志決定ができることや最後は自分で決めることが最終的に、自己有能

感を高めることに繋がることが分かりました。 

学校現場での活用の様子も分かり、実践することへの意欲の高まるセッションとなりました。 

（文責：齋藤） 

◇賞賛「秘密の友達」 

 初参加者が多かったこともあり、最初は、どのような展開になるのか緊張気味な方もいらっし

ゃいましたが、自分あての心温まるメッセージを読み、会場全体が参加者の笑みで花を咲かせて

いるようでした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

～ 参加者からの声 ～ 

 

＜内容について＞ 

・小グループでの活動であたたかい雰囲気の中でワークができたこと。褒め

られて、元気がでました。 

・ライフスキル教育について基礎から学べたこと、指導法について、実際 

に体感しながら学べたことがよかったです。 

・何度参加しても学びの新鮮さ、自分自身の新たな気付きがあります。 

・対面で先輩方だけでなく学生とも意見交換をすることで知見が広がった。

また、講師の御二方のお話も自分の考え方を深める内容であった。 

 

＜今後の生活や仕事に生かしたいこと＞ 

・学校としてライフスキル教育に力を入れていきたい動きがあります。今回

学んだことを先生方にも伝え、まずは先生方に身につけて欲しいと思いま

した。そして、子どもへ伝えていきたいです。 

・ストレスを良いものと捉える考え方やセルフエスティームについてとて

も関心をもったため、将来の自分の考えや教育に生かしたい。 

・自他のメンタルヘルス、長寿に活かせそうです。 


